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第 1 章： はじめに 
 

CA Product Vision へようこそ このドキュメントが提供する情報は、この新リリース

の使用を開始する際に役に立ちます。 
 

製品機能の強化点 
カスタマイズ可能な要件のチャート 

■ 要件がリリース、製品およびソース間でどのように配布されるかを示す、新し

いチャートおよびレポート 

■ 要件がどの程度迅速に完了したかを示す新しい要件エイジング チャート 

■ 特定の製品について、いくつの要件が作成され、いくつの要件が実装され

たかを示す新しい要件トレンド チャート 
 

操作性 

■ CA Clarity PPM V13 と統一された新しいルック アンド フィール。 メイン メ

ニュー ヘッダには新しいオプションが含まれます。新しいオプションには、

［ビジネス計画］メニューの［製品ロードマップ］や、要件およびユーザ ストー

リーに関するビューやマッピング ステータスを一覧表示する発行の変更の

管理オプションなどがあります。   

■ 設定可能なホーム ページ 

■ CA Product Vision 内、および CA Agile Vision とのより統一感のある製品

ページの動作 
 

製品ロードマップ 

マスタ リリースおよびリリースのグラフィカル表示。フィーチャーおよび要件

にドリルダウン可能です。 オブジェクトにカーソルを合わせることで、概要情

報を表示できま、クリックして詳細ページに移動することができます。 たとえ

ば、リリース上にカーソルを合わせると、関連付けられたマスタ リリースが表

示されます。 リリース オブジェクトをクリックすると、詳細ページに移動します。 

ロードマップ オブジェクトの色を設定することで、見やすい表示にすることが

できます。 
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他の CA Technologies 製品との統合 

■ CA Agile Vision での作業時に、要件のエピックを作成しリンクさせることがで

きます。 

■ CA Idea Vision バージョン 5 での作業時に、 インボックス内のアイデアを複

数のアイデア コミュニティから受信できます。 

パフォーマンス 

ページのデザインが変更され、サーバへのデータ転送量が削減されました。

これにより、CA Product Vision のスケーラビリティが向上し、より大容量のレ

コードを取得できるようになりました。 データ取得のパフォーマンスが向上し

たのは、リスト ページ、ポップアップ ウィンドウ、フィルタ、ページ設定、複数

値のリスト、および自動候補表示フィールドです。 
 

解決された問題 

以下の問題が解決されました。 

以下の問題はこのリリースで解決されました。 

 

サイズの異なるページを含むオブジェクトをフィルタすると、フィルタ結果が正し

くない。 

オブジェクト（製品やソースなど）に対してフィルタする場合、検索対象のオ

ブジェクトで異なるページ サイズが定義されていると、一部の予期した結果

が結果リストに表示されないことがあります。 
 

日本語のカレンダで年と月の順序が正しくない。   

本来の順序は年/月ですが、月/年で表示されます。 
 

［フィルタ］ウィンドウに時刻の AM または PM が表示されない。 

AM または PM のインジケータは［フィルタ］ウィンドウに表示されません。 

フィルタリングで時刻を入力するときは、24 時間表示の時計を使用してくだ

さい。 
 

要件のトレーサビリティ ビューで、ページと項目の番号付けに一貫性がない。 

要件のトレーサビリティ ビューではページと項目の番号に一貫性がなく、設

定したページ サイズが反映されない可能性があります。 
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複数のスペースが含まれる状態またはカテゴリの値が、リスト ページに正しく

表示されない。 

複数のスペースを含む要件の状態、製品の状態、およびカテゴリの値は、リ

スト ページに正しく表示されません。 リスト ページには、「（利用不可）」の語
句が付加された値が表示されます。 

 

製品のセクションがローカライズされた製品上で作成されとタイムアウトする  

管理者以外のユーザが既存のセクションを更新するか、新しいセクションを

作成するか、プロパティ ビューを変更すると、 主に米国語以外の環境で更

新に 2 分以上掛かる場合があります。 システム管理者としてログインし、す

べての言語でセクションを更新してください。  

回避策： システム管理者としてログインし、すべての言語でセクションを更新

します。  
 
 
 

Spring 2011 （バージョン 2.10）で解決 

［要件の詳細］ページで、［要件］セクションが折り畳まれた状態でページがロー

ドされ、［展開］アイコンがクリックされると、［要件］セクション内の要件のリスト

が表示されません。 

 

回避策： ［要件の詳細］ページをリフレッシュします。 要件は表示をリスト表

示されます。  
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第 2 章： ドキュメント 
 

以下のドキュメントが、このリリースの CA Product Vision で利用できます。 

■ CA Product Vision 導入ガイド 

このガイドは、新規ユーザが CA Product Vision の使用を開始する場合に役

立ちます。 このガイドでは、CA Product Vision でのプロジェクトのセットアッ

プおよび管理について説明します。 このガイドは、CA Product Vision の以

下の 2 箇所に用意されたリンクから常に利用可能です。 

– ［要件］リスト ページ上。  

これは、［Product Vision］メニューから［要件］を選択すると表示される

ページです。 CA Product Vision で最初の要件を作成すると、リンクは要

件リストに置換されます。  

– CA Product Vision の［バージョン情報］ページ。 

■ 状況依存ヘルプ 

このリリースでは、CA Agile Vision と CA Product Vision に共通のページに関

する状況依存ヘルプには、CA Agile Vision のヘルプが使用されます。 共通

トピックに表示される情報は、両方の製品に当てはまりますが、手順に示さ

れるナビゲーションは、CA Agile Vision のもののみが使用されています。 

CA Product Vision には、状況依存オンライン ヘルプが付属しています。 ローカ

ライズされたバージョンの CA Product Vision オンライン ヘルプとガイドは、製品

の General Availability リリースから 90 日以内に提供されます。 
 

CA Product Vision のすべてのガイドは、CA サポートから利用可能で、CA 

Product Vision および CA Product Vision のマニュアル選択メニューからアクセス

できます。 このマニュアル選択メニューで、特定のガイドの表示、またはマニュ

アル選択メニュー全体からの関連情報の検索を実行できます。 これらのガイド

の HTML バージョンの表示、PDF のダウンロード、またはマニュアル選択メ

ニュー全体の .zip ファイルとしてのダウンロードを実行できます。  

製品サポート ページまたはドキュメント ページから、マニュアル選択メニューに

アクセスできます。 CA Product Vision ガイドの最新版については、CA サポート

のサイトをご覧ください。 
 

http://www.ca.com/jp/support/
http://www.ca.com/jp/support/
http://www.ca.com/jp/support/


マニュアルの変更点 

 

12  リリース ノート 
 

マニュアルの変更点 

このセクションは、前回のリリース以降に CA Product Vision マニュアルに加えら

れた変更をリスト表示します。 リストはマニュアルごとにまとめられ、トピックには

それぞれ「新規」または「変更」のラベルが付けられています。 
 

CA Product Vision ユーザ ガイド 

以下のトピックは、このドキュメントで追加または更新されました。 

ビジョンパブリック ダッシュボード上のチャートおよびレポートのカスタマイズ 
(P. 12) 

 

Vision パブリック ダッシュボードのチャートおよびレポートのカスタマイズ 

新規  

重要： Vision パブリック ダッシュボードからチャートおよびレポートを表示すると、

レポートは既定の設定で表示されます。 いずれかの設定を変更すると、それら

のチャートまたはレポートを表示できる他のすべてのユーザにも影響が及びま

す。 

他のユーザに影響が及ばないようにするには、クローン機能を使用してカスタム

のダッシュボードを作成します。 

以下の手順に従います。 

1. Salesforce.com にログインします。 

2. ［設定］をクリックし、［ダッシュボード］タブを選択します。 

3. ダッシュボード ページが表示されます。 

4. ダッシュボードの表示ドロップダウン リストから、クローンを作成するダッシュ

ボードを選択します。 
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5. ［クローン］をコピーして既存のダッシュボードをコピーします。 

6. ［ダッシュボード プロパティ］をクリックして、ダッシュボードのタイトルを入力

します。 

7. ［OK］をクリックすると、ユーザのパーソナル フォルダにダッシュボードが保

存されます。 

8. 他のユーザに影響を与えずに、グラフとレポートを更新できるようになりまし

た。 
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第 3 章： 既知の問題 
 

CA Product Vision の既知の問題を以下に示します。 

Spring 2011 トランク管理パッケージを、Chatter が有効になった組織にしかイン

ストールできない。 

Spring 2011 リリースをインストールする前に、組織で Chatter を有効にして

おく必要があります。 
 

要件リスト内の第一要件に、制限付きの関連製品が表示される。 

場合によっては、リスト内の第一要件には、その要件に関連付けられている

最初の 6 つの製品だけが表示されます。 
 

カスタム属性タイプの電話、複数選択の選択リスト、および日付時刻のインライ

ン編集を、リスト ビュー内で利用できない。 

これらのカスタム属性タイプはリスト ページには表示されますが、インライン

で編集することはできません。 
 
 

非アクティブなユーザを製品オーナーとして割り当てることができる。 

製品を編集して製品オーナーを追加する場合、非アクティブなユーザを製

品オーナーとして選択して追加できます。 
 
 

自動候補表示フィールドで特殊文字が正しく表示されない。 

一部の特殊文字（アンパサンド（&）など）は、自動候補表示フィールドで正

しく表示されません。  
 
RQPL-1329  

［Select Releases］ポップアップ ウィンドウでページ移動が正しく行われない。 

このポップアップ ウィンドウでは、ローカル ページングが正しく使用されず、

上部のページング バーが表示されません。 
 

フォロー解除リンクから、選択した特定のオブジェクトの Chatter フィードだけで

なく、すべての Chatter フィードをクリアできる。 

［Chatter Feeds］ページでオブジェクトの［Unfollow］リンクをクリックすると、そ

のページのすべてのフィードが非表示になります。 ［Chatter Feeds］ページ

からいったん移動し、また戻ると、フィードは復元されます。 
 
 

Safari 5 ユーザの場合、［要件の階層］ページにマウスの右クリック メニューが

表示されない。 

Windows 上で Safari 5 を使用している場合、［要件の階層］ページにマウス

の右クリック メニューは表示されません。 
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検索条件として入力した個々の特殊文字が検索フィルタで検索されない。 

特殊文字（@#$%*()_"<>?/.,';¥` など）が検索条件として個別に使用される場

合、検索しても結果は返されません。 
 
 

システム管理者以外のユーザにとってパフォーマンス上の問題がある。 

システム管理者以外のユーザがインライン編集の変更やレイアウトの設定を

保存するときは、許容できないくらい長い時間がかかります。 最初のプロパ

ティ ビュー レイアウト設定はシステム管理者ユーザが実行することをお勧め

します。 
 

Product Vision /Clarity 同期に含まれないタスクで、マップされた要件リンクが 

Clarity の WBS ページに表示される。 

これは Clarity の制限です。 Clarity 内で条件付きリンクを表示する方法はあ

りません。 
 

CA Product Vision がインストールされていない場合、要件とタスク同期ジョブの

実行に失敗する。 

CA Vision アドインには、CA Product Vision および CA Agile Vision  の両方の

ジョブが含まれます。CA Agile Visionだけがインストールされている場合、

ジョブ エラーが発生する可能性があります。 
 

Clarity 内でタスク要件マッピングを削除するとき、IE8、Safari、および Chrome で 

JavaScript エラーが表示される。 

CA Clarity PPM v12.1 を使用すれば、このエラーは発生しません。 
 

優先度または複雑度を基準にして要件のソートを行っても、アップグレードされ

た環境では適切にソートされたリストが生成されない。 

このリリースより前のリリースでは、優先度または複雑度を基準にした要件の

ソートでは、次の順序に基づいてソートされた結果リストが生成されました： 

低、中、高。 このリリースでは、既定の順序が代わり、高、中、低の順序に

なっています。 ソート順序を変更するには、リスト ビューの各列に表示され

る［昇順にソート］または［降順にソート］オプションを選択します。 
 

アップグレードを行った組織のオブジェクト詳細ページで［Chatter Feed］オプ

ションを利用できない。 

アップグレードを行った組織では、製品、ソース、要件などのオブジェクトの

詳細ページで［Chatter Feed］オプションを利用できません。 
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新しいリリースおよびフィーチャーを作成してログアウトし、次に別のユーザ名

を使用して CA Product Vision に再ログインした場合、［要件リスト］ページの［リ

リース］および［フィーチャー］列の値は空になる。 

以下の操作を行った場合に、［要件リスト］ページの［リリース］および［フィー

チャー］列の値が空になります。 

1. CA Product Vision にログインします。 

2. フィーチャーを割り当てた、関連するリリースで製品を作成します。
RQPL-1779  

3. CA Product Vision からログアウトします。 

4. 別のユーザとしてログインします。 
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第 4 章： 追加情報 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

force.com プラットフォームの使用に関する制限 (P. 19) 

契約終了 (P. 19) 

互換性 (P. 21) 
 

force.com プラットフォームの使用に関する制限 

Salesforce.com の書面による事前の承認、および顧客と Salesforce.com 間で相

互に合意された条件の元でのみ、顧客は force.com プラットフォーム上で別の

アプリケーションを作成できます。  

顧客は、追加のカスタム オブジェクトを使用して、CA Product Vision をカスタマ

イズまたは拡張できます。 
 

契約終了 

データ保持 

Salesforce.com は顧客に API を提供して、バックアップまたは移行など任意の

目的でそのデータを取得できるものとします。 

CA との CA Customer’s Service Order の終了の後、顧客には CA に連絡して、そ

のデータのエクスポートを依頼するために 30 日間の猶予期間があります。 

CA との CA Customer’s Service Order の終了から 30 日が経過すると、

Salesforce.com には顧客のデータを保持する責任はなくなります。 顧客データ

の返却に関するどのような依頼も、CA  によってのみ処理されます。 
 





 

付録 A: 互換性  21  
 

付録 A: 互換性 
 

この付録には、CA Product Vision Winter 2012 に関する一般的な互換性情報が

含まれます。  

CA Product Vision は force.com プラットフォーム上で実行され、その要件は 

force.com と同じです。 

 

クライアント ブラウザ 

Product Vision は以下のブラウザをサポートしています。 
 

Microsoft Windows  Apple Mac OS  Desktop Linux  

Chrome Chrome Chrome 

Firefox 5.x、6x Firefox 5.x、6x Firefox 5.x、6x 

Internet Explorer 8.x   

Safari 5.x Safari 5.x   

アプリケーション 

Product Vision は以下のアプリケーション バージョンと統合できます。 
 

CA Clarity PPM 

12.0.6 On Premise および On Demand 

12.1 On Premise および On Demand 
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付録 B: サードパーティ ライセンス契約 
 

このセクションには、以下のトピックが含まれています。 

Ext JS - JavaScript Library (P. 23) 
JSON 1.0 (P. 25) 
jquery 1.3.2 (P. 26) 

 

Ext JS - JavaScript Library 

Ext JS - JavaScript Library 

Copyright (c) 2006-2010, Ext JS, Inc.  

All rights reserved.  

licensing@extjs.com  

http://extjs.com/license  

Open Source License 
------------------------------------------------------------------------------------------  

Ext is licensed under the terms of the Open Source GPL 3.0 license. 

http://www.gnu.org/licenses/gpl.html 

There are several FLOSS exceptions available for use with this release for open 
source applications that are distributed under a license other than the GPL.  

* Open Source License Exception for Applications 

   http://extjs.com/products/floss-exception.php  

* Open Source License Exception for Development 

   http://extjs.com/products/ux-exception.php  
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Commercial License 
-----------------------------------------------------------------------------------------  

This is the appropriate option if you are creating proprietary applications and 
you are not prepared to distribute and share the source code of your application 
under the GPL v3 license. Please visit http://extjs.com/license for more details.  

 

OEM / Reseller License  
------------------------------------------------------------------------------------------  

For more details, please visit: http://extjs.com/license. 

-- 

This library is distributed in the hope that it will be useful, but WITHOUT ANY 
WARRANTY; without even the implied warranty of MERCHANTABILITY or 
FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE. See the GNU General Public License for 
more details. 

 



JSON 1.0 
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JSON 1.0 

This product includes JSON 1.0 software, which CA distributes in accordance 
with the following terms: 

Copyright (c) 2002 JSON.org 

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of 
this software and associated documentation files (the "Software"), to deal in the 
Software without restriction, including without limitation the rights to use, copy, 
modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, 
and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to 
the following conditions: 

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all 
copies or substantial portions of the Software. 

The Software shall be used for Good, not Evil. 

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, 
EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND 
NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT 
HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER 
IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR 
IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE 
SOFTWARE. 

 



jquery 1.3.2 
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jquery 1.3.2 

This product includes jquery 1.3.2 software, which CA has elected to distribute 
in accordance with the following terms: 

Copyright (c) 2009 John Resig, http://jquery.com/ 

Permission is hereby granted, free of charge, to any person obtaining a copy of 
this software and associated documentation files (the "Software"), to deal in the 
Software without restriction, including without limitation the rights to use, copy, 
modify, merge, publish, distribute, sublicense, and/or sell copies of the Software, 
and to permit persons to whom the Software is furnished to do so, subject to 
the following conditions: 

The above copyright notice and this permission notice shall be included in all 
copies or substantial portions of the Software. 

THE SOFTWARE IS PROVIDED "AS IS", WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, 
EXPRESS OR IMPLIED, INCLUDING BUT NOT LIMITED TO THE WARRANTIES OF 
MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE AND 
NONINFRINGEMENT. IN NO EVENT SHALL THE AUTHORS OR COPYRIGHT 
HOLDERS BE LIABLE FOR ANY CLAIM, DAMAGES OR OTHER LIABILITY, WHETHER 
IN AN ACTION OF CONTRACT, TORT OR OTHERWISE, ARISING FROM, OUT OF OR 
IN CONNECTION WITH THE SOFTWARE OR THE USE OR OTHER DEALINGS IN THE 
SOFTWARE. 
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